
本学のシンボルマーク

日 本 歯 科 大 学 新 聞２０２３年（令和５年）２月２８日（１） 第６８１号

年　６　回

入学試験2023年
令和５年

東
京
短
大
学
術
誌
１０
年
迎
う

日本歯科大学　OPEN CAMPUS 2023
－受験生はもちろん，どなたでも参加できます－

◇生命歯学部（東京）オープンキャンパス
　（新型コロナウイルス感染症の感染状況により，変更が生じる場合があります。本学HPでご確認ください）

5/27 (土)， 6/4(日・校友対象)，7/27(木)，8/2(水・多摩クリニック)，

8/19（土），10/28(土・富士見祭)，10/29(日・富士見祭)

◇新潟生命歯学部オープンキャンパス
　（新型コロナウイルス感染症の感染状況により，変更が生じる場合があります。本学HPでご確認ください）

6/11(日・浜浦祭），7/2(日・ハノシゴトフェス)，7/22(土)，8/６(日)，8/26(土)，

9/23(土)，11/4(土），12/9(土）

◇東京短期大学オープンキャンパス
　（新型コロナウイルス感染症の感染状況により，変更が生じる場合があります。本学HPでご確認ください）

5/21(日)，6/11(日)，6/24(土)，7/15(土)，7/30(日)，8/2(水)，

8/25(金)，12/25(月)

◇新潟短期大学オープンキャンパス
　（新型コロナウイルス感染症の感染状況により，変更が生じる場合があります。本学HPでご確認ください）

5/27(土)，6/11(日・浜浦祭)，7/2(日・ハノシゴトフェス)，7/17(月・祝)，7/28(金)，

8/10（水），8/27(日），9/30(日)，10/15(日)，11/25(土)，3/17(日)

東
京
短
期
大
学
（
小
林
隆
太
郎
学
長
）
の
「
日
本

口
腔
保
健
学
雑
誌
」
が
、
去
年
12
月
に
刊
行
し
た

12
巻
第
1
号
を
も
っ
て
、創
刊
10
周
年
を
迎
え
た
。

　
同
誌
は
、
平
成
24
年
（
二
〇
一
二
）
３
月
に

「
日
本
歯
科
大
学
東
京
短
期
大
学
雑
誌
」と
し
て
創

刊
さ
れ
た
。歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士
の
学
校
に

お
け
る
、わ
が
国
初
の
学
術
誌（
紀
要
）で
あ
っ
た
。

　
令
和
元
年
12
月
に
「
日
本
口
腔
保
健
学
雑
誌
」

と
改
名
し
、
全
国
を
対
象
と
し
た
斯
界
唯
一
の
学

術
誌
と
な
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
４
年
目 
万
全
の
感
染
予
防
対
策

財
産
家
に
は
な
れ
な
か
っ
た
が
、

人
間
財
産
家
で
は
あ
っ
た
。

…
わ
が
人
生
に
悔
い
は
な
い
。

�

齋
藤
貞
雄
・
二
〇
二
二

　
先
生
は
、34
回
卒
・
千
葉
県
、去
年
十
一
月

十
六
日
に
100
歳
で
死
去
さ
れ
た
。

　
令
和
５
年
（
二
〇
二
三
）

の
日
本
歯
科
大
学
入
学
試
験

（
前
期
）
は
、
１
月
中
旬
の

大
学
共
通
テ
ス
ト
と
２
月
初

旬
の
本
学
試
験
を
、
東
京
富

士
見
に
お
い
て
施
行
し
た
。

　
今
年
４
年
目
と
な
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
下
、
万

全
の
感
染
予
防
対
策
を
行
っ

た
。

　
今
年
の
入
学
試
験
は
、
例

年
通
り
大
学
共
通
テ
ス
ト
利

用
入
学
試
験
と
、
本
学
で
実

施
す
る
一
般
選
抜
試
験
の
二

本
立
て
で
実
施
し
た
。
そ
れ

は
、
同
一
試
験
日
に
東
京
と

新
潟
の
両
学
部
の
受
験
と
併

願
が
可
能
な
、
全
学
部
入
学

試
験
で
あ
る
。

　
例
年
通
り
２
月
１
日
、
生

命
歯
学
部
に
お
い
て
学
力
試

験
と
面
接
試
験
を
実
施
し
、

４
日
に
合
格
者
を
掲
示
お
よ

村
上
一
枝
先
生
　
　
殿
堂
入
り

京
都

環
境

　
本
学
名
誉
博
士
の
村
上
一

枝
先
生
（
54
回
卒
）
は
、
昨

年
、
京
都
府
の
主
催
す
る

「
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
地
球
環
境
の

殿
堂
」
に
殿
堂
入
り
が
決

ま
っ
た
。

　
こ
の
殿
堂
は
、
地
球
環
境

の
保
全
に
貢
献
し
た
人
を
顕

彰
す
る
国
際
的
な
賞
で
、
申

請
や
応
募
で
は
な
く
指
名
さ

れ
る
。

　
村
上
先
生
は
、
西
ア
フ
リ

カ
の
マ
リ
共
和
国
に
お
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
33
年

に
お
よ
び
、
同
国
の
農
村
地

域
の
支
援
と
自
立
に
貢
献
し

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
内
外

２
名
と
と
も
に
第
13
回
殿
堂

入
り
者
と
な
っ
た
。

　
同
表
彰
式
は
、
去
年
11
月

14
日
に
京
都
市
の
国
立
京
都

国
際
会
館
ア
ネ
ッ
ク
ス
ホ
ー

ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

13
時
か
ら
の
表
彰
式
に
お
い

て
、
村
上
先
生
は
表
彰
を
う

け
、
殿
堂
入
り
の
挨
拶
を
し

た
。
式
に
は
、
中
原
泉
理
事

長
が
出
席
し
た
。

　
つ
い
で
15
時
よ
り
、
殿
堂

入
り
者
記
念
講
演
に
移
り
、

村
上
先
生
は
西
ア
フ
リ
カ
農

村
自
立
協
力
会
代
表
と
し
て

マ
リ
の
地
域
環
境
と
人
々
の

暮
し
を
支
え
る
活
動
に
つ
い

て
語
っ
た
。

　
さ
ら
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
府
内
高
校
生

と
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加

し
、
17
時
に
閉
会
し
た
。

（
写
真

：

中
原
理
事
長
と
並

ぶ
村
上
一
枝
先
生
）

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し

た
。

　
大
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
の

入
試
は
８
日
、
本
学
指
定
の

科
目
の
受
験
者
の
面
接
試
験

を
実
施
し
、
11
日
に
合
格
者

を
発
表
し
た
。

　
東
京
短
期
大
学
の
一
般
選

抜
Ａ
入
学
試
験
は
、
２
月
６

日
に
実
施
し
、
８
日
に
歯
科

技
工
学
科
と
歯
科
衛
生
学
科

の
合
格
者
を
発
表
し
た
。

　
新
潟
短
期
大
学
の
一
般
選

抜
入
学
試
験
は
、
２
月
13
日

に
実
施
し
、
15
日
に
歯
科
衛

生
学
科
の
合
格
者
を
発
表
し

た
。

　
な
お
、
い
ず
れ
の
入
試
に

お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
受
験

会
場
玄
関
に
て
体
温
測
定

短
期
大
学
の
入
試

　
本
紙
、
日
本
歯
科
大
学

新
聞
は
、
本
年
で
刊
行
75

年
に
な
る
。
昭
和

23
年

（
一
九
四
八
）
４
月
に
朝
比

奈
敏
行
（
37
回
）
が
編
集
・

発
行
人
と
し
て
第
一
号
を
発

刊
し
た
。
大
学
新
聞
と
し
て

は
草
分
け
と
な
る
。

　
当
初
は
学
生
主
体
の
編

集
で
あ
っ
た
が
、

47
年

（
一
九
七
二
）
よ
り
大
学
報

と
な
り
、
中
原
泉
（
54
回
）

を
編
集
・
発
行
人
と
し
て
本

年
で
創
刊
75
年
、
本
号
で

六
八
一
号
と
な
る
。

　
本
紙
縮
刷
版
は
、
昭
和
47

年
分
よ
り
発
刊
し
、
昨
年
で

60
冊
を
数
え
る
。

本
紙
発
刊
75
年

昭
和
23
年
創
刊

し
、
手
指
の
消
毒
を
励
行
さ

せ
た
。
試
験
会
場
で
は
マ
ス

ク
の
着
用
を
指
示
し
、
受
験

者
席
の
間
隔
と
室
内
換
気
を

徹
底
し
た
。

試験開始を待つ受験生と担当教員（２月１日）

本館玄関で、消毒、検温を通る受験生



日 本 歯 科 大 学 新 聞２０２３年（令和５年）２月２８日 （２）第６８１号

立春 富士見本館の屋上より 武道館方向の夜景を遠望する 如月

歯
　
鏡

▼
飯
塚
哲
夫
先
生
（
50
回
卒

上
尾
市
・
名
誉
博
士
）
は
、

１
月
15
日
飯
田
橋
の
ホ
テ
ル

エ
ド
モ
ン
ト
に
お
い
て
講
演

さ
れ
ま
し
た
。
近
代
口
腔

科
学
研
究
会
主
催
に
よ
る

五
〇
〇
回
例
会
記
念
の
新
年

講
演
会
で
し
た
。

　
先
生
は
、「
顎
関
節
症
」

を
テ
ー
マ
に
、
四
二
〇
名
の

参
加
者
に
、
13
時
か
ら
３
時

間
に
わ
た
り
、
世
界
中
の
新

知
見
を
交
え
て
顎
関
節
症
を

語
り
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
先
生
は
「
歯
科
医
療
と
は

な
に
か
」
に
始
ま
り
、
歯
周

療
法
、
歯
内
療
法
、
矯
正
歯

科
の
基
礎
と
臨
床
と
、
そ
の

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
は
広
範
か
つ

多
角
的
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
研
鑽
は
５
版
、
６

版
と
重
ね
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
著
書
は
40
余
冊
を
数
え
、

八
十
五
歳
の
先
生
の
飽
く
な

き
不
屈
の
ご
活
動
に
は
、
脱

帽
の
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
長
谷
川
嘉
一
先
生
（
67
回

卒
・
群
馬
県
）
は
、
去
年
11

月
に
『
衆
議
院
議
員
　
長
谷

川
嘉
一
戦
い
の
軌
跡
　
国
会

質
問
集
』（
長
谷
川
嘉
一
氏

を
支
援
す
る
国
民
連
帯
の
会

発
行
）を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　
先
生
は
、
平
成
３
年
の
太

田
市
議
、
７
年
の
群
馬
県
議

を
経
て
、
29
年
に
３
度
目
の

挑
戦
で
衆
議
院
議
員
に
当
選

さ
れ
ま
し
た
。
念
願
の
国
政

に
お
い
て
、「
い
の
ち
」「
暮

ら
し
」「
未
来
」
を
守
る
政

策
を
実
現
す
べ
く
活
動
さ
れ

ま
し
た
。

　
４
年
間
の
在
任
中
、
本
会

議
１
回
、
厚
生
労
働
委
員
会

11
回
、
農
林
水
産
委
員
会
10

回
、
財
務
金
融
委
員
会
３

回
、
地
方
創
生
委
員
会
７
回

の
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

　
そ
の
全
質
問
を
ま
と
め
た

の
が
、
同
質
問
集
で
す
。

二
二
五
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
質

問
集
に
は
、
先
生
の
政
治
信

条
と
議
会
活
動
の
熱
情
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
実
に
長
谷
川
先
生
は
、
物

静
か
で
柔
ら
か
い
物
腰
の
方

で
、
熱
誠
を
秘
め
た
活
動
を

つ
づ
け
る
政
治
家
で
す
。　

　
現
在
、
先
生
は
捲
土
重
来

を
期
し
て
、
粉
骨
砕
身
、
至

誠
の
政
治
活
動
を
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

▼
上
越
新
幹
線
は
、開
通
40
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
本
学
新

潟
歯
学
部
が
開
校
す
る
前
年

の
昭
和
46
年
に
、
工
事
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。
初
め
て
の

卒
業
生
が
で
る
頃
に
は
開
通

す
る
と
期
待
し
て
い
ま
し
た

が
、
遅
れ
に
遅
れ
て
57
年
に

大
宮
駅
間
が
開
業
し
ま
し
た
。

　
大
宮
か
ら
は
代
替
電
車

だ
っ
た
の
で
、
乗
客
は
席
取

り
を
争
っ
て
ホ
ー
ム
を
走
り

ま
し
た
。
つ
ぎ
は
昭
和
60
年

に
上
野
駅
に
延
伸
し
、
在
来

線
に
乗
り
か
え
ま
し
た
。

　
よ
う
や
く
平
成
３
年
に
、

念
願
の
東
京
駅
に
乗
り
入
れ

ま
し
た
。
新
潟
歯
学
部
開
校

か
ら
、
20
年
目
で
し
た
。
新

幹
線
が
初
め
て
東
京
駅
ホ
ー

ム
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
光

景
は
、今
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
ま
で
の
上
越
線
は
、

東
京

－

新
潟
間
４
時
間
10

分
で
、
旧
い
車
体
は
揺
れ
に

揺
れ
ま
し
た
。
新
潟
の
教
授

方
は
、
幾
度
か
大
雪
で
止
め

ら
れ
、
手
慣
れ
た
握
り
飯
の

配
給
を
う
け
ま
し
た
。

　
新
幹
線
は
最
速
100
分
（
一

往
復
だ
け
）
で
、
窓
辺
に

ピ
ー
ス
１
本
立
て
て
も
倒
れ

な
い
の
が
自
慢
で
し
た
。
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
る
融
雪

設
備
な
ど
、
雪
害
対
策
に
万

全
が
施
さ
れ
、
大
雪
で
も
止

ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
学
が
第
２
歯
学
部
を
新

潟
市
に
決
め
た
理
由
の
一
つ

は
、
近
い
将
来
新
幹
線
が
つ

な
が
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
本
州
を
横
断
し
、
太
平

洋
側
と
日
本
海
側
を
結
ぶ
初

の
新
幹
線
で
し
た
。
上
越
新

幹
線
の
名
称
は
、
上
越
市
と

紛
ら
わ
し
い
の
で
す
が
、
群

馬
県
の
旧
国
名
の
上
野
と
、

新
潟
県
の
旧
国
名
の
越
後
か

ら
、
角
栄
さ
ん
の
肝
煎
り
で

命
名
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

▼
野
上
ゆ
か
り
先
生
（
69
回

卒
・
東
京
都
）
は
、
去
年
11

月
に
『
羽
坂
勇
司
回
顧
録
』

（
羽
坂
美
登
利
発
行
）
を
出

版
さ
れ
ま
し
た
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
羽
坂
勇

司
先
生
は
、
41
回
卒
で
藤
沢

市
に
開
業
さ
れ
、
平
成
２
年

よ
り
16
年
間
に
わ
た
っ
て
学

校
法
人
青
山
学
院
理
事
長
を

つ
と
め
ら
れ
、
令
和
２
年
１

月
12
日
に
99
歳
で
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
。
野
上
先
生
は
、

羽
坂
先
生
の
長
女
で
す
。

　
二
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ

同
回
顧
録
は
、
先
生
を
偲
ぶ

方
々
の
追
憶
文
、
先
生
ご
自

身
に
よ
る
回
顧
録
、
先
生
の

学
術
・
資
料
、
年
譜
、
家
系

図
、
美
登
利
夫
人
は
じ
め
御

子
様
方
の
言
葉
等
が
満
載
さ

れ
て
い
ま
す
。　

　
と
り
わ
け
、
全
編
に
綴
ら

れ
た
羽
坂
回
顧
録
は
、
わ
が

ル
ー
ツ
に
は
じ
ま
り
、
青
山

学
院
の
４
年
制
高
等
商
業
学

部
に
学
ぶ
。
昭
和
17
年
徴
兵

に
よ
り
召
集
さ
れ
、
ア
ン
ダ

マ
ン
島
、
ス
マ
ト
ラ
島
を
転

戦
す
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

捕
虜
と
な
り
、
戦
禍
を
奇
跡

的
に
生
き
抜
く
。

　
復
員
後
、
歯
科
医
師
の
父

君
を
継
い
で
日
本
歯
科
医
学

専
門
学
校
に
入
学
し
、
昭
和

27
年
に
卒
業
す
る
。
昭
和
50

年
に
横
浜
市
に
羽
坂
デ
ン
タ

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
院
し
、

あ
わ
せ
て
青
山
学
院
の
理
事

に
就
任
し
、
二
足
の
草
鞋
を

は
く
。

　
前
任
者
の
急
逝
に
よ
り
、

突
然
理
事
長
代
行
と
な
り
、

平
成
２
年
に
理
事
長
に
就
任

し
た
。

　
す
ぐ
さ
ま
将
来
構
想
委
員

会
を
設
立
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

組
織
改
革
を
断
行
す
る
。
厚

木
か
ら
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス

に
統
合
整
備
し
、
文
理
融
合

型
の
教
育
を
実
現
す
る
。
好

立
地
の
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の

再
開
発
を
す
す
め
、
数
々
の

学
院
発
展
に
尽
力
し
、“
青

学
”の
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
る
。

　
平
成
17
年
の
理
事
長
退
任

後
、
旺
盛
な
探
究
心
に
よ
り

歯
科
医
学
史
の
研
究
に
専
心

す
る
。
平
成
14
年
に
、
日
本

歯
科
大
学
よ
り
名
誉
博
士
号

を
う
け
る
。

　
こ
の
よ
う
に
回
顧
録
に
は

99
歳
で
逝
去
さ
れ
る
ま
で
の

足
跡
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
先
生
の
少
々
甲
高
い
切
々

と
し
た
語
り
口
、
誠
実
で
謙

虚
な
人
柄
、
飾
ら
な
い
温
容

は
、
青
学
の
ト
ッ
プ
の
品
格

を
漂
わ
せ
、
ユ
ー
モ
ア
を
た

や
さ
ず
、
強
い
信
念
と
実
行

力
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
ま
し

た
。
本
学
卒
業
生
と
し
て

は
、
ま
こ
と
に
稀
有
な
異
色

の
雄
飛
を
さ
れ
た
巨
人
で
あ

り
ま
す
。

　
先
生
は
、
い
つ
も
あ
た
た

か
い
ご
家
族
に
囲
ま
れ
て
、

長
い
生
涯
を
過
ご
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
ご
家
族
方
の
愛
情

と
敬
慕
は
、
こ
の
回
顧
録
に

美
し
い
結
晶
と
な
っ
て
輝
い

て
い
ま
す
。

　
先
生
の
口
ず
さ
ん
だ
歌
―

「
お
お
い
な
る
　
も
の
の
ち

か
ら
に
　
ひ
か
れ
ゆ
く
　
わ

が
あ
し
あ
と
の
　
お
ぼ
つ
か

な
し
や
」�

（
Ｓ
・
Ｎ
）

全
紙
面
が
、
そ
の
ま
ま
縮

小
さ
れ
て
、
本
学
の
動
向

と
発
展
の
歴
史
を
記
録
し

て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
に
は
、
贈

呈
（
無
料
）
し
ま
す
の

で
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
「
ご
氏
名
・

卒
業
回
数
・
現
住
所
」
を

〇
二
五（
二
六
七
）一
一
三
四

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
部
数
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
先
着
順

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。日

本
歯
科
大
学
新
聞
会

会
告 本
紙
縮
刷
版
60
冊
目

��

こ
の
た
び
新

聞
会
で
は
、

「
日
本
歯
科
大
学
新
聞
」

の
令
和
４
年
（
二
〇
二
二
）

版
を
編
集
発
行
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
本
紙
の
ユ
ニ
ー

ク
な
企
画
と
し
て
、
昭
和

38
年
よ
り
刊
行
し
て
お
り

今
号
で
60
冊
目
に
な
り
ま

す
。
本
紙
を
週
刊
誌
大
に

縮
小
し
、
第
六
七
三
号
か

ら
六
八
〇
号
ま
で
を
収
録

し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
の
日
本
歯
科

大
学
の
活
動
を
報
道
し
た




